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規

定

『
史
泉
』
編
集
委
員
会
で
は
、
次
の
要
領
で
会
員
諸
氏
の
原

稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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二
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留
意
事
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〇
原
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は
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四

0
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ま
た
は
二

0
0字
詰
原
稿
用
紙

に
、
本
文
・
註
と
も
一
ま
す
一
字
、
原
則
と
し
て
縦
書

（
横
書
も
可
）
、
完
成
原
稿
（
校
正
段
階
で
の
書
き
か
え
は
ビ
遠
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願
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ま
す
）
で
と
投
稿
く
だ
さ
い
。

①
原
則
と
し
て
、
図
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等
の
折
込
み
は
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た
し
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せ
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の
で
、
あ
ま
り
大
き
な
図
・
表
等
は
と
遠
慮
く
だ
さ
い
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①
原
稿
の
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ピ
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は
か
な
ら
ず
と
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
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〇
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採
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は
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員
会
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責
任
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お
い
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審
査
の
の

ち
、
三
か
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以
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に
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知
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す
。
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掲
載
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は
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却
し
ま
せ
ん
。
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究
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史
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紹
介
の
執
筆
者
に
は
抜
刷

を
三

0
部
進
呈
し
ま
す
。

四
、
原
稿
の
提
出
先

史
学
・
地
理
学
合
同
研
究
室

な
お
、
『
史
泉
』
は
年
二
回
刊
行
（
九
月
末
、
三
月
末
）
、

原
稿
の
し
め
き
り
は
五
月
末
と
十
一
月
末
で
す
。
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史i 
第
六
五
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
は
掲
載
論
文
が
多
く
、
頁
数
の
上

で
も
随
分
と
厚
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
各
号
の
頁
数
に
大
き
な
差
が
出

る
の
は
、
計
画
的
な
編
集
が
で
き
て
い
な
い
証
拠
で
す
。
年
二
回
の
発
行

も
漸
く
編
集
作
業
の
過
程
と
し
て
定
着
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

が
、
編
集
委
員
会
の
制
度
改
善
を
含
め
、
解
決
す
ぺ
き
問
題
が
山
稽
み
さ

れ
て
い
ま
す
。
よ
り
充
実
し
た
『
史
泉
』
を
お
届
け
す
る
た
め
に
は
、
さ

ら

に

努

力

せ

ね
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な

ら

な
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と

思
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